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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年8月16日(2012.8.16)

【公表番号】特表2011-526636(P2011-526636A)
【公表日】平成23年10月13日(2011.10.13)
【年通号数】公開・登録公報2011-041
【出願番号】特願2011-515453(P2011-515453)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  35/18     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   1/39     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   3/16     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/76     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/50     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/52     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  35/18    ＣＬＡ　
   Ｄ０６Ｐ   1/39    　　　　
   Ｄ０６Ｐ   3/16    　　　　
   Ｄ０６Ｐ   3/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/76    ＣＳＰ　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年6月29日(2012.6.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項４】
Ｒ０が、メチル基を示し、
Ｒ１が、－ＣＨ２－ＳＯ３Ｈ又は－ＣＮを示し、
Ｒ２が、メチル基又はエチル基を示し、
Ｒ３が、Ｈ、メチル基、メトキシ基、又はスルホ基を示し、
Ｒ４が、Ｈ、メチル基又はメトキシ基を示し、
Ｂが、式－ＣＲ５Ｒ６－を有する基（式中、
Ｒ５が、Ｈ、メチル基又はエチル基を示し、
Ｒ６が、置換されていないＣ１～Ｃ４アルキル基、置換されていないアリール基又は置換
されたアリール基を示すか、あるいは、Ｒ５とＲ６とは一緒になって６員の環状脂肪族環
を形成し、その際、６員の環がそれ以上置換されていない。）を示す、
ことを特徴とする、請求項３に記載の化合物。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　上記の式（Ｉ）の化合物中の少なくとも１つのアニオン性置換基は、Ｒ１及び／又はＲ
３のうちのいずれか一方に好ましく位置する。より好ましくは、少なくとも１つのアニオ
ン性置換基は置換基Ｒ２のいずれか一方に位置する。これは、置換基のうちの一つに好ま
しく位置するこの置換基がアニオン性の基であるとことも意味する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　上記の一般式（Ｉ）のさらにより好ましい化合物において、
Ｒ０は、メチル基を示し、
Ｒ１は、－ＣＨ２－ＳＯ３Ｈ又は－ＣＮを示し、
Ｒ２は、メチル基又はエチル基を示し、
Ｒ３は、Ｈ、メチル基、メトキシ基、又はスルホ基を示し、
Ｒ４は、Ｈ、メチル基又はメトキシ基を示し、
Ｂは、式－ＣＲ５Ｒ６－を有する基（式中、
Ｒ５は、Ｈ、メチル基又はエチル基を示し、
Ｒ６は、置換されていないＣ１～Ｃ４アルキル基、置換されていないアリール基又は置換
されたアリール基を示すか、あるいは、Ｒ５とＲ６とが一緒になって６員の環状脂肪族環
を形成し、その際、６員の環はそれ以上置換されていない。）を示す。）
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　この染料を、塩化ナトリウムで塩析することによって単離し、ろ別し、そして低減され
た圧力下で５０℃で乾燥させることができるか、あるいは、一方、この反応混合物を、生
成物を単離せずに直接染色に使用できる。これにより、ウール、及び特にポリアミド繊維
に対して、非常に良好な光及び湿潤堅牢特性を有する黄色染色物（ラムダ（ｍａｘ）（λ

ｍａｘ）＝４４５ｎｍ）がもたらされる。
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